
第八中学校・第十一中学校統合新校推進協議会

協議会だより

バックナンバーは、こちらのQRコードからご覧になれます。

協議会だよりは、協議の状況をお知らせするために発行しています。

TOPICS

第八中学校 第十一中学校

第八中学校 自然宿泊体験教室 第十一中学校 修学旅行

■ 令和４年8月２２日（月）に第八中学校体育館で第５回協議会を開催し、第４回

協議会から引き続き、新校が目指す学校像等について協議を行いました。

■ また、第２回～第５回協議会で協議してきた、「新校の位置、通学区域、目指

す学校像」について、他の協議事項に先立って教育長へ報告するため、協議

結果の取りまとめを行いました。

新校の位置、通学区域、目指す学校像の
協議結果の報告内容を取りまとめました

第十一中学校

第八中学校
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お問い合わせ

＼区立中学校の統合に関するご意見・ご質問等は、 学校統合推進課にお願いします／
区立中学校の統合に関する

ＨＰはこちらから
Mail:kyoiku11@city.meguro.tokyo.jp
TEL: 5722-9301（直通） FAX： 5722-9332

月日 協 議 事 項

10/27
第6回：校名等の課題整理

今後の取組体制、スケジュール等

11月 第7回：まとめ

今後の協議会日程（予定）

令和４年１０月２７日（木） 19：00～

第十一中学校体育館（目黒区緑が丘１－８－１）

日時

場所

※傍聴を希望される方は、事前にお問合せください。

＊次回の開催予定＊

協議結果の報告について

年度 教員間で行う検討事項等

令和
４年度

〇令和５年度各校の教育計画策定
・教育課程：交流活動、主な行事予定
・学習評価：令和５年度第１学年の評価計画等の確認

令和
５年度

〇令和７年度新校の教育計画策定に向けた取組
・教育課程：年間行事予定、年間指導計画、

令和７年度修学旅行業者選定
・学習評価：令和６年度第１・２学年の評価計画等の確認

令和
６年度

〇令和７年度新校の教育計画策定
・教育課程：各教育全体計画、週時程、固定時間割、

令和８年度修学旅行業者選定
・校務分掌：学校運営組織
・生徒会：生徒会役員の構成
・学習評価：令和７年度の評価計画等の確認
・新校に向けて校内業務の見直し

新校が目指す学校像（案）

○学びの充実に関する視点

・一人ひとりの理解度や特性に応じた学習機会の充実

・各教科の学びを生かした探究的な学習の推進

・学校の教育力を高める各種教育機関等との連携

○地域との連携に関する視点

・地域との関わりを生かした「小・中連携子ども育成プラン」の推進

・地域を支える自覚を促す行事への参画

・健全育成を推進する学校と地域のパートナーシップの構築

人権尊重の精神を基調とし、自律的な学びと共創的な活動を通して、未来を切り拓く力を育てる学校

移行期間中の教育活動・交流活動（現段階で想定しているもの）

教育委員会では、報告いただいた協議結果を踏まえて、当該の協議事項に係る方針案を策定し、隣接中学校希望入学制度の申請時期を考慮して、

１０月中旬頃に各統合対象中学校を会場として小学校６年生の保護者向け説明会を実施する予定です。

「新校が目指す学校像」については、第４回協議会で出た意見等を基にした修正案の協議を行いました。また、移行期間中の教育活動・交流活動に

ついて、小学校児童・保護者向けアンケート結果等を踏まえつつ、両校の教員と教育委員会の職員で構成する準備組織で検討を進めている内容について

協議しました。

■ 統合新校の位置、通学区域

統合新校の位置については、現在の第十一中学校の校地とし、通学区域は第八中学校と第十一中学校の通学区域を合わせたものとすることが

望ましいことを確認しました。

なお、区立中学校統合方針によれば、令和７年４月に新校を開校してから、新校舎が現在の第十一中学校の位置に建設され、移転するまでの

期間は、現在の第八中学校の校地が新校の位置になることを認識しています。

■ 新校が目指す学校像

両中学校の教員及び教育委員会事務局職員からなる準備組織において検討を進めている目指す学校像

（案）を基本として、新校の学校づくりを進めていくことが適当であると考えます。

※実際の交流活動に当たっては、各校の現在の教育活動を尊重しながら、交流の仕方や
規模、内容等を精査して、生徒に負担のかからない範囲で進めていきます。

○豊かな心・健やかな体の育成に関する視点

・生徒の主体性を大切にした学校行事の運営

・生徒自ら健康的な生活習慣の定着を図る取組の充実

・ユニバーサルデザインの視点に基づく学習環境の構築

〇誇りとやりがいをもって勤務できる環境の構築に関する視点

・校務支援体制づくりの推進

・業務改善につながる施設設備等の先進化

・幅広い教育活動への地域教育資源の活用

これまで協議を進めてきた「新校の位置、通学区域、目指す学校像」については、新校の開校に向けた取り組みを進めるうえで基本となるもので
あることから、他の事項に先立って議論を進めてきました。
第５回協議会では、これらの協議結果について、教育長へ報告する報告書の取りまとめを行いました。

※青字が第4回協議会からの追加事項です。

年度 各校で行う教育活動・交流活動

令和
５年度

・校風や生徒会活動に関する相互理解
・レクリエーションの実施
・いじめ問題を考えるめぐろ子ども会議
のテーマ共有

・合唱コンクールの鑑賞

・部活動における土日や長期休業中を
中心とした合同練習の機会の確保

・競技や人数等に応じた合同チームの
結成（１年生大会における合同チー
ムでの参加）

・文化部活動の交流

令和
６年度

・校風や生徒会活動に関する相互理解
・新校の生徒会スローガンの決定
・「生活のきまり」原案の作成
・レクリエーションの実施
・自然宿泊体験教室の実施
・いじめ問題を考えるめぐろ子ども会議
後の意見交換

・小学校展覧会での作品出品
・いじめ問題を考えるめぐろ子ども会議
における小学校間の意見交流

・部活動における土日や長期休業中
を中心とした合同練習の機会の確保

・競技や人数等に応じた合同チームの
継続実施

・冬季大会後の合同チームの編成
・文化部活動の交流

報告書の詳細や会議録は

右のＱＲコードから

ご覧になれます。

報告書における協議結果の概要


